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研究成果の概要（和文）：本研究は，我が国の社会科，地歴科，公民科，イングランドの地理科，

歴史科，シティズンシップ科，アメリカ合衆国の社会科などの市民性育成を目標とする教科に

おける教科書，および指導と評価の一体化に関する国際比較研究である。米英両国の初等・中

等教育学校での授業観察，評価観に関する聞き取り調査，および評価問題収集を行い，我が国

の評価問題作成や指導と評価の一体化に示唆するものとして，多様な評価の組合せ，探究や意

思決定に関するレポート等の評価規準作成，教師自身の目標認識，子どもの思考・判断プロセ

スの表現，継続的な知識の深化・成長をみとる評価という視点を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：This study is an international comparative study about the 
unification of a textbook and instruction and the evaluation in a subject to aim for 
citizenship upbringings such as social studies, geography and  history, civics in Japan, 
geography, history, citizenship in England, and social studies of the United States of 
America. We observed the class, performed the hearing investigation about the 
evaluation and collected test assignments in the primary and secondary school in the 
two countries. And we got the following viewpoints as a thing to suggest for the 
unification of instruction and the evaluation and about issue of evaluation making of 
our country. The viewpoints are combination of a variety of evaluations, making of the 
evaluation standard of the report about research and the decision making, letting a 
child express a thought or a judgment process and continuous evaluation of deepening, 
the growth of knowledge. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学・ 
キーワード：市民性，社会科教育，教科書，評価問題，指導と評価，国際比較研究 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 PISA などの国際的な学力テスト，わが国
では文部科学省による全国学力・学習状況調
査が実施される中，学力や評価問題に対する
関心は高まる一方である。これらの学力テス
トがどのような内容知と方法知を要求して
いるのか。要求されている内容知や方法知を
つけるためにはどのような授業内容とその
内容の定着が必要なのかという問題が，教育
界に投げかけられている。 
	
 このような状況の中でこれまでにも教科
書研究や評価問題研究はもちろん盛んに行
われてきた。例えば，教科書研究に関しては，
岩田一彦他が，英国・合衆国の社会系教科の
教科書に組み込まれている教科内容および
基礎・基本の構造を明らかにしてきた，また
原田智仁がアメリカの社会科教科書づくり
の実態を聞き取り調査から明らかにしてき
た。 
一方，評価問題に関しては，国内で行われる
入学試験を中心に様々な統計的分析がなさ
れている。また，我が国の教育課程実施状況
調査の分析フレームワークを適用し，英国や
合衆国の統一テストを分析した事例がある。 
	
 しかし，日常の授業内容の定着度を評価す
る目的で教師が現に行っている評価活動，な
らびに教科書や指導書等が指示する評価 活
動（例えば，ペーパーテスト，エッセイ，ア
クティビティー，ポートフォリオなど）の評
価の基準と内容こそが，まさに学校でつけら
れようとしている学力を直接映し出すもの
と考えられる。ところが，これらを分析対象
とする場合には，現地の学校との緊密な連携
体制が必要であるため，ほとんど研究が行わ
れていない現状がある。真に指導と評価が一
体化しているかを解明しようとすれば，学校
で行われている授業や教科書内容と評価問
題との関係性を吟味しなければならない。 
	
 教科書は，全ての教科に於いて主たる教材
である。それゆえ授業は，教科書の記述内容
や機能の影響を強く受けることとなる。学習
者も教師の授業内容とともに，教科書を学習
の拠り所としている。また，一方で評価問題
も教科書の記述内容や機能を，教師の授業内
容と共に色濃く反映して作成されるはずで
ある。そこに齟齬がみられるようであれば，
個々それぞれがいかに素晴らしい内容であ
ったとしても，指導と評価は一体化しない。 
 
２．研究の目的	
  
	
 本研究の目的は，初等・中等教育段階にお
ける市民性育成に関わる教科書叙述内容と

校内で実施される教科書等掲載評価問題及
び教師作成の評価問題内容との関連性につ
いて，わが国の教育課程に影響を与えている
連合王国（以下，英国），アメリカ合衆国（以
下，合衆国）との比較研究を通して解明した
上で，わが国の教科書・評価問題の改善を行
うことにある。具体的には，初等・中等教育
段階における市民性育成に関わる教科目の
教科書叙述内容（構成原理，内容知と方法知）
と校内で実施される教科書等掲載評価問題
及び教師作成の評価問題内容との関連性に
ついて，ペーパーテストを中心とした実際の
評価問題等を直接収集・分析することを通し，
我が国の教育課程に影響を与えている英国
やアメリカ合衆国との比較研究を行って解
明した上で，わが国の教科書・評価問題の改
善を行うことである。 
 
３．研究の方法 
	
 本研究の目的を達成するため，教科書・教
師用指導書および学校での日常授業で用い
られている教師作成の評価問題の収集を行
う必要がある。また，これらの実態はインタ
ーネット等を利用しても調査し得ないもの
であるため，現地研究協力者と緊密な連携を
行った上で実施する必要がある。幅広く，多
くのサンプルを収集するためには，調査対象
両国で多くの学校や教師達との連携を緊密
に図っていくことが重要となる。	
 
	
 これらの前提の下，本研究では以下の方法
を採用した。	
 
（１）	
 文献調査	
 
（２）	
 現地調査	
 

①	
 評価観に関する聞き取り	
 
②	
 評価問題収集	
 

（３）	
 評価観の比較および評価問題分析	
 
（４）	
 評価観の共有のためのシンポジウム

開催	
 
	
 
４．研究成果	
 
（１）我が国の指導と評価の改善に示唆する
もの	
 
	
 イングランドおよびニューヨーク州・市の
事例から，知識観，および指導と評価の関係
が垣間見えてきた。特に近年，教育学でも知
識観が再考されており，伝統的実在論的知識
観から構成主義，社会構成主義的知識観への
転換，さらに社会実在論的知識観の論客によ
る批判も見られるようになった。これらの状
況を背景としながら，本研究ではイングラン
ドやニューヨーク州・市の指導と評価の一体
化に関する調査から，以下の２点を改善の視



点として抽出した。	
 
	
 
①	
 多様な評価方法の組合せ	
 
	
 いずれの地域でも，事実的，説明的知識の
評価は，多肢選択式などで定着を評価し，一
方意思決定やその根拠の説明は長短のエッ
セイやコントロールドアセスメントを用い
て評価している。全てを 1つのテスト（特に
いわゆるわが国のペーパーテストのような
もの）で評価するのは困難であるという判断
をしているのであろう。勿論日々の授業では，
様々なパフォーマンス評価も行われている。
生徒に期待する知識や能力に応じた評価方
法を選択する。さらに設定した評価方法から
遡り，その評価方法で生徒が最大限の力を発
揮できるように授業設計がなされている。そ
のため，授業では冒頭で目標が明示され，そ
れに向かって明確な流れが作られる。	
 
	
 
②	
 探究や意思決定に関するレポート等の
評価規準	
 
	
 レポート等を書かせるタイプの評価（ニュ
ーヨーク州・市のエッセイやイングランドの
地理的意思決定，コントロールドアセスメン
ト）では，探究過程や意思決定理由を論述さ
せている。その際，記述，説明等のコマンド
ワードの意味を峻別させている。ここではイ
ングランド Edexcel	
 GCSE 地理の出題枠組み，
および地理的意思決定の採点基準を見てみ
よう。Edexcel	
 GCSE 地理の場合，地理 Aは「地
理的技能，自然環境，人文環境，およびコン
トロールドアセスメント」，地理 B は「ダイ
ナミックな地球，人々と地球，地理的意思決
定，およびコントロールドアセスメント」と
いう枠組みである。地理 Bでは，地理的意思
決定(25％)，そして課題の設定から調査やま
とめという探究過程の多くの部分を自分の
力で行うコントロールドアセスメント
(25％)が設定されている。地理的意思決定で
は，学問をベースにした市民的資質育成が意
識されている。地理的意思決定は，知識
(20％)，理解(20％)，応用(20％)，技能(40％)
という出題枠組みであり，このうち意思決定
の理由づけを論じる設問は技能と位置づけ
られている。技能では，海岸，河川といった
自然環境に関する内容，人口の自然的・社会
的動態，災害復旧・復興，グローバル化とい
った社会環境に関する内容が設定されてい
る。それらを環境と財政を主な価値基準とす
る持続可能な開発をベースに，地域住民の利
害等を踏まえた意思決定を行う際に影響す
る因子を様々な事例を通して抽出させ，それ
らの活用の良さを評価するテスト問題と評
価規準が設定されている。実在論的知識を利
用しながら規範的知識を創出していく過程
とその根拠の良さを評価しようというので
ある。それに対応した授業では，学問成果の

習得と価値判断を伴う問題の設定，そして生
徒個人のサーベイと集団での議論が設定さ
れており，論争問題解決に向けて，個人やグ
ループでのアイデア創出も想定されている。	
 
	
 テスト問題も授業も，一定の探究過程を意
識しており，それが生徒の主体性を育む装置
にもなっている。しかし，生徒の主体性自体
を評価する枠組みは見えにくい。社会構成主
義の場合，生徒の主体性は生徒の中に存在す
るのではなく，生徒と生徒の間に存在するは
ずだからである。この点が，指導と評価の一
体化に限界を感じさせる点である。	
 
	
 
（２）	
 指導と評価の一体化に向けた方策・
方略	
 
①	
 教師自身が指導上のねらい＝目標を自	
 	
 
	
 	
 己認識しておくこと	
 
	
 社会科の目標設定には，大きくは知識実在
論に基づく思考力の育成と知識構成論にも
とづく判断力育成の２パタンがある。	
 
	
 前者の到達度は，子どもの課題解決の過程
で得られた結論＝仮説が事実にもとづいて
吟味されているか（…が…の理由は…だから。
それは…というデータで検証／反証される）
で評価される。より誤りの少ない知識の獲得
が目的である。	
 
	
 後者の到達度は，子どもの課題解決の結論
＝立論が証拠にもとづいて根拠づけられて
いるかどうか（…のデータからすると…と解
釈できる／…が望ましい）で評価される。よ
り論理整合的な知識の構築が目的である。	
 
	
 教師は，評価を前にして，自分の教科指導
が何を目指しているかを振り返り，自覚する
べきである。そしてその強化論に立脚したと
時，どのような認識論と評価論を採るべきか，
両者のマッチングを適切に見極めなくては
ならない。	
 
	
 
②	
 子どもに思考・判断のプロセスを表現さ
せる	
 

	
 授業で到達した思考・判断の結果を再生さ
せるだけの評価活動は，記憶の評価になりか
ねない。むしろ結論が得られるプロセスを可
視化させ，それを評価の対象としていくこと
が重要である。	
 
	
 知識実在論にもとづく評価の場合，結論＝
仮説はどのような因果や意味の体系で表す
ことができるか，それはどの時代・地域の，
どういう現象・事象に適用できるか，を説明
させる。基本堤には個人の思いは棚上げし，
モデル図やウェビングなどをもちいて現
象・事象の「なぜ」「どうなるか」を淡々と
表現させていく。例えば，環境問題の発生メ
カニズムのモデル図をつくり，「なぜ沖縄で
赤土の流出が生じるのか」「開発は沖縄にど
ういう効果をもたらすのか」を説明させる活
動が考えられる。	
 



	
 一方知識構成論にもとづく評価の場合，ど
の言説から，どういう事実が読みとれるか，
そこからどのような結論＝立論が導けるか，
申し立てさせる。子どもには，自らの立場を
鮮明にさせつつ，必要に応じて経営者や政治
家・NPO，ジャーナリストなどの役割を借り
て，結論を１つの作品（経営戦略や政策，新
聞・映画・番組など）に仕上げることを求め
る。例えば，県議会議員の選挙ポスターを描
くという場面を想定し，「沖縄のリゾート開
発はどうあるべきか」を論じさせる評価が想
定できる。	
 
	
 
③	
 総括的な一発勝負のテストに頼らず，継
続的な知識の深化・成長をみとる評価	
 

	
 これらの表現活動を，単元終了後または学
期末に実施される「テスト」としてのみ課し
ていては，それは「評価のための評価」に陥
りかねない。教師は試験のために授業を行い，
子どもは試験のために授業を受ける…この
ような状況では，おのずと指導と評価は乖離
していく。学習者には，（テスト中だけでな
く）授業中でこそ精いっぱい思考・判断し，
表現させるべきだし，その過程での思考・判
断のダイナミックな成長をこそ，評価すべき
である。	
 
	
 したがって，指導に際しては，できるだけ
長いスパンで（数時間を単位とし単元を単位
に）課題解決に取り組ませる。また評価にあ
たっては，課題解決の流れの中に，その時点
での子どもの答えを表現・再表現＝パフォー
マンスさせる場を設けることで，結論の深ま
りを捉えていく。例えば，授業は「なぜ沖縄
で赤土の流出が起きているのか」を探求する
過程として，あるいは「沖縄のリゾート開発
はどうあるべきか」を追究する過程として組
織されるべきである。また，これらの課題に
答える機会を複数回設けることで，（テスト
だけでは分からない）子どもの成長をみとる
ことが期待される。	
 
	
 知識実在論にもとづく評価の場合，当初思
いつきの仮説を，指導の過程で，多様な「反
駁に耐え得る仮説」に引き上げているかが評
価の鍵となろう。いっぽう知識構成論にもと
づく評価の場合，はじめの直観的な主張を，
思想や価値観の反省に裏打ちされた「説得力
を帯びた主張」に高めているかがポイントと
なるだろう。	
 
	
 
（３）国際比較研究シンポジウム	
 
	
 2012 年 12 月 26，27 日に広島大学および大
阪大学中之島センターにて成果報告会を開
催し，さらに英国，米国から実践者・研究者
を招聘して，国際比較シンポジウムを開催し
た。	
 
	
 シンポジウムでは，山口史里（オーガスタ
州立大学）「アメリカにおける社会科教育の

背景と実践－戦争と市民性教育を素材とし
て－」，伊東	
 彩子（Central	
 Foundation	
 Girls	
 
School）「歴史的教養(Historical	
 literacy)
の追求－戦争をテーマとしたイギリスでの
歴史教育実践を一例に－」，石川照子（神戸
大学附属中等教育学校）「「国民」意識形成を
視点とした日本近現代史の学習－日清・日露
戦争の取り扱いを中心に－」の３名が，それ
ぞれの国の特性を踏まえ，市民性育成に関す
る立ち位置の違いを意識しながらの報告が
なされた。	
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